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こ
の
た
び
和
宗
総
本
山
四
天
王
寺
所
蔵

の
標
記
史
料
の
閲
覧
・
写
真
撮
影
を
認
め

ら
れ
、
大
阪
の
近
世
の
「
非
人
」
身
分
の
研

究
の
み
な
ら
ず
全
国
の
近
世
「
非
人
」
身
分

の
研
究
に
と
っ
て
も
重
要
と
思
わ
れ
る
古

文
書
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
史
料
提
供
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
四
天
王
寺
関
係
者
の
方

々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
宗
門
改
帳
は
、
元
禄
十
一

（
一
六
九
八
）
年
三
月
に
、
悲
田
院
長
吏

太
郎
右
衛
門
ら
が
、
彼
ら
が
所
属
す
る
摂

津
国
東
成
郡
天
王
寺
村
の
庄
屋
・
年
寄
宛

に
提
出
し
た
原
本
で
あ
る
。
こ
の
村
方
文

書
が
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
二
年
に
四

天
王
寺
に
よ
っ
て
古
書
店
よ
り
購
入
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
四
天
王
寺
の
所
蔵
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

同
宗
門
帳
の
あ
と
が
き
の
第
一
条
に
、

は
じ
め
に「
天
王
寺
領
内
悲
田
院
仲
間
宗
旨

御
改
帳
」
作
成
・
提
出
の
背
景

元
禄
十
一
年
三
月
「
天
王
寺
領
内
悲
田
院
仲
間

宗
旨
御
改
帳
」
に
つ
い
て

寺
木
伸
明
（
桃
山
学
院
大
学
）

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

。
右
者
今
度
従
御
公
儀
様
宗
旨
御

改
二
付
、
我
ミ
共
中
間
茂
宗
旨
吟
味

可
仕
由
、
被
仰
付
、
奉
得
其
意

候
、
則
垣
外
中
間
之
内
壱
人
も
不

残
宗
門
相
改
、
如
斯
御
帳
面
一
一
書

付
、
銘
愚
、
判
形
仕
候
、
其
上
旦
那

寺
之
坊
主
致
判
形
差
上
ヶ
申
候
御

事
」

こ
れ
に
よ
っ
て
、
幕
府
の
命
令
に
よ
り
、

悲
田
院
仲
間
（
天
王
寺
の
「
非
人
」
集
団
）

も
調
査
の
上
、
宗
門
帳
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
第
二
条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ

る
。。
転
之
者
之
儀
先
年
御
公
儀
様
江

書
付
差
上
ヶ
申
候
御
帳
面
之
外
、

壱
人
も
無
御
座
候
、
転
之
者
病
死

仕
候
へ
者
、
即
刻
御
断
申
上
候
御

事
」

大
坂
・
道
頓
堀
の
「
非
人
」
の
中
に
、

転
び
キ
リ
シ
タ
ン
お
よ
び
そ
の
親
族
が
相

当
数
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
天
王
寺
の
「
非
人
」
の
中
に
も
転
び

二
「
天
王
寺
領
内
悲
田
院
仲
間
宗
旨

御
改
帳
」
か
ら
み
た
天
王
寺
の
「
非

人
」
集
団
の
諸
相

本
宗
門
帳
に
は
、
狭
義
の
「
悲
田
院
仲

間
」
お
よ
び
「
手
下
新
非
人
」
「
新
屋
敷
手

下
非
人
」
と
い
う
階
層
別
に
、
戸
主
お
よ

び
そ
の
家
族
の
名
前
・
年
齢
・
戸
主
と
の

続
柄
・
出
生
地
・
旦
那
寺
な
ど
が
記
さ
れ

キ
リ
シ
タ
ン
お
よ
び
そ
の
類
族
が
い
た
の

で
あ
る
（
岡
本
良
一
。
内
田
九
州
男
編
『
悲

田
院
文
書
』
第
一
一
一
三
～
四
○
号
文
書
）
。

元
禄
十
一
年
三
月
の
時
点
で
は
、
｜
人

の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
在
が
確
認
さ
れ

る
。
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

道
順
堀
転
以
前
兵
治
と
申
候

「
一
浄
土
宗
竹
林
寺
旦
那
局
Ｕ

善
繊
瓢
」

竹
林
寺
の
寺
印
は
、
悲
田
院
長
吏
お
よ

び
そ
の
家
族
と
同
二
老
お
よ
び
そ
の
家
族

に
し
か
押
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、

こ
の
宗
門
改
帳
に
お
い
て
転
び
キ
リ
シ
タ

ン
の
吟
味
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
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１
戸
数
・
人
口
・
平
均
家
族
数

「
悲
田
院
仲
間
」
「
手
下
新
非
人
」
「
新

屋
敷
手
下
非
人
」
別
の
戸
数
・
人
口
・
一

軒
当
り
平
均
家
族
を
示
し
た
も
の
が
表
１

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
悲
田
院
仲
間
」
が
一

二
二
軒
・
四
○
一
人
で
一
番
多
く
、
つ
い

で
「
新
屋
敷
手
下
非
人
」
が
三
七
軒
・
一

○
○
人
、
「
手
下
新
非
人
」
が
三
○
軒
・
九

九
人
と
な
っ
て
い
る
。
総
計
一
八
九
軒
・

六
○
○
人
と
な
る
。

一
軒
当
り
の
平
均
家
族
数
は
「
悲
田
院

仲
間
」
お
よ
び
「
手
下
新
非
人
」
が
三
・

三
人
と
同
数
で
、
「
新
屋
敷
手
下
非
人
」
の

そ
れ
は
、
二
・
七
人
と
○
・
六
人
少
な
く

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
家
族
数
に
は
、
弟
子
の
人
数
も

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
弟
子
の
人
数
を
階

層
別
に
整
理
し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。

全
員
で
二
八
人
と
少
な
い
が
、
そ
の
中
で

「
悲
田
院
仲
間
」
の
弟
子
が
二
三
人
と
、

て
い
る
。

こ
の
宗
門
改
帳
の
記
・
載
が
、
元
禄
十
一

年
三
月
の
時
点
の
天
王
寺
「
非
人
」
集
団

の
実
態
を
ど
れ
ほ
ど
正
確
に
反
映
し
て
い

る
か
は
、
他
の
宗
門
改
帳
同
様
、
今
後
、

十
分
吟
味
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
が
、
と

り
あ
え
ず
記
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
も
と
に

整
理
・
分
析
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

と
な
っ
て
い

る
。次
に
弟
子

の
年
齢
構
成

を
み
る
と

（
表
４
）
二

四
歳
以
下
が

皆
無
で
、
二

○
代
・
三
○

代
が
と
も
に

一
一
人
で
一

番
多
く
、
こ

の
二
つ
の
世

代
で
弟
子
全

体
の
七
八
・

六
％
を
占
め

歳
以
下
の
未
成
年
（
悲
国

人
」
も
、
一
五
歳
で

成
人
と
み
な
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
）
が
、

全
体
の
三
四
・
六
％
蛆

を
占
め
て
一
番
多
莉

く
、
つ
い
で
一
一
一
○
代
弟

が
一
七
・
五
％
、
四
詞

○
代
が
一
四
。
五
％

弟
子
全
体
の
八
二
・
一
％
を
占
め
て
い
る
。

２
年
齢
構
成
・
戸
主
と
の
続
柄

弟
子
を
除
く
階
層
別
年
齢
構
成
を

示
し
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
一
四

歳
以
下
の
未
成
年
（
悲
田
院
の
「
非

表１ 戸数。人口。 1軒当り家族数

へ～

麹
戸数｜人口’男 女 1軒当り

軒
軒
軒

２
０
７

２
３
３

１ 人
人
人

１
９
０

０
９
０

４
１

人
人
人

３
１
２

３
５
５

２

168人

４８人

４８人

人
人
人

３
３
７

３
３
２

懲灘｢註189軒 600人

人
１
６
％

３
６

３
５
く

人
１
４
％

６
４

２
４
く

3.2人

計

28人

表４弟子の年齢構成
表３年齢構成（弟子を除く）

年齢層

１～14

15～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80～

男
－
０
ｌ
２
ｌ
ｕ
ｌ
ｍ
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
｜
型

女
－
０
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
ｒ
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
０
’
４

計

０

３

１１

１１

２

０

０

１

０

２８

聯
１～1４

１５～1９

２０～2９

３０～3９

４０～4９

５０～5９

６０～6９

７０～7９

８０～

計

悲田院仲間

男女計

６８６９１３７

２１９３０

３４２３５７

４８２１６９

２４１６４０

７１０１７

８１２２０

１５６

２０２

２１３１６５３７８

手下新非人

男女計

１９１６３５

３４７

５４９

５８１３

１２８２０

１４５

２３５

２１３

０００

４９４８９７

新屋敷手下非人

男女計

１４１２２６

３７１０

３６９

１１７１８

，１０２３

５４９

０１１

０１１

０００

４９４８９７

△､
ロ

女

９７

２０

３３

３６

３４

１８

１６

７

０

２６１

１
１
ｊ
ｊ
Ｊ
１
Ｊ
１
１
１

６
２
１
５
５
４
５
７
３
０

４
８
３
７
４
５
４
１
０
０

計
計
⑬
ｘ
ｕ
ｕ
０
皿
矼
Ⅸ
Ⅸ
皿

８
４
５
０
３
３
２
１

く

９
７
０
８

２
１

１
７５

男
一
皿
一
町
｜
蛆
｜
図
一
姐
一
Ⅲ
ｌ
ｍ
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
ｍ ※むく（31才。女)は、

７才の男の子をもつ

て
い
る
。
こ
の
史
料
だ
け
で
は
速
断
で
き

な
い
が
、
未
成
年
者
は
弟
子
に
な
れ
な
か

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
少
な
い
な
が
ら
も

女
性
の
弟
子
が
四
人
い
る
の
が
注
目
さ
れ

る
。
弟
子
の
む
く
（
女
性
・
三
一
歳
）
は
、

七
歳
の
男
の
子
を
持
っ
て
い
る
。

戸
主
か
ら
み
た
続
柄
を
整
理
し
た
も
の

が
表
５
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
え
た
」
身
分

の
家
族
構
成
と
比
べ
て
特
徴
的
な
の
は
、

叔
父
・
叔
母
・
甥
・
姪
・
従
弟
が
き
わ
め

て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
Ｐ
時
代
も
地
域
も

違
う
の
で
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
例
え
ば
「
え
た
」
身
分
の
場

合
、
幕
末
の
河
内
国
丹
北
郡
更
地
村
内
の

「
え
た
」
身
分
を
例
に
と
れ
ば
全
人
口
の

七
・
二
％
～
七
・
五
％
が
叔
父
・
叔
母
・

甥
・
姪
・
従
弟
で
あ
っ
た
し
、
和
泉
国
泉

郡
南
玉
子
村
（
「
え
た
」
身
分
の
一
村
立
の

村
）
で
も
か
な
り
多
か
っ
た
（
拙
稿
「
大

阪
地
域
に
お
け
る
近
世
被
差
別
部
落
の
人

口
動
態
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
の
一
考
察

ｌ
河
内
国
丹
北
郡
更
地
村
内
の
近
世
部
落

を
中
心
と
し
て
ｌ
亀
桃
山
学
院
大
学
人

間
科
学
』
第
五
号
、
一
九
九
三
年
九
月
）
。

悲
田
院
の
「
非
人
」
集
団
は
、
典
型
的
な

単
婚
小
家
族
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
悲
田
院
「
非

人
」
集
団
が
、
家
族
の
形
態
を
と
っ
て
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い

る
。
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３
出
生
地
．

本
宗
門
改
帳
の
特
長
は
、
戸
主
と
そ
の

配
偶
者
お
よ
び
弟
子
の
出
生
地
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
６
は
、
そ
の
出

生
地
一
覧
で
あ
る
。
こ
の
記
載
の
信
囑
性

の
問
題
も
あ
る
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
北

は
陸
奥
国
か
ら
南
は
肥
後
国
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
少
し
割
引
い
て
考
え
て
み
て
も
、

悲
田
院
「
非
人
」
の
出
生
地
が
近
畿
地
方

を
中
心
と
し
て
相
当
、
広
範
囲
に
わ
た
っ

て
い
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
当
の
悲
田
院
垣
外
出
身
（
七
一

人
）
や
天
満
・
道
頓
堀
の
両
垣
外
お
よ
び

尼
崎
垣
外
出
身
と
い
う
「
非
人
」
の
出
自

を
も
つ
者
も
少
な
く
な
い
が
、
大
坂
吉
野

町
・
順
慶
町
な
ど
「
町
」
出
身
者
も
み
ら

れ
る
こ
と
が
近
世
の
「
非
人
」
の
成
り
立

ち
を
考
え
る
上
で
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
。

４
乱
認
日
脾
し
刎
佃
居
鯆
０
瀬

本
｛
不
門
帳
に
記
載

さ
れ
た
一
肩
書
き
か
ら

役
職
と
人
数
を
整
理

す
る
と
、
表
７
の
よ

う
に
な
る
。
元
禄
十

一
年
三
月
の
時
点
に

は
、
天
王
寺
垣
外
に

も
道
頓
堀
垣
外
同

様
、
二
老
（
そ
し
て

小
頭
）
も
存
在
し
て

悲
田
院
仲
間
の
役
職
と
人
数

出生地一覧表６

河内２１

和泉２２

播磨８

但馬’１

国名｜人数

陸奥１

武蔵３

甲斐ｌ

遠江１

尾張１

美濃２

越前２

伊勢４

伊賀１

近江６

山城５２

丹波５

丹後１

大和１２

紀伊９

摂津９２

悲田院７１

備前’９

５
旦
那
寺
と
人
数

最
後
に
、
旦
那
寺
と
人
数
を
整
理
す
れ

ば
、
表
８
の
よ
う
に
な
る
。
圧
倒
的
多
数

が
浄
土
宗
竹
林
寺
の
旦
那
で
あ
る
。
わ
ず

か
四
名
の
み
が
、
法
華
宗
久
成
寺
の
旦
那

で
あ
っ
た
。

２
’
１
１
３
１

中
作
幡
芸
雲

備
美
因
安
出

以
上
は
、
本
宗
門
帳
か
ら
判
明
す
る
事

柄
の
概
要
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
今

後
、
こ
の
貴
重
な
史
料
そ
の
も
の
の
精
繊

な
分
析
と
『
悲
田
院
文
書
』
な
ど
他
の
関

係
史
料
の
分
析
に
よ
り
、
悲
田
院
仲
間
の

実
態
が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

お
わ
り
に

見
門

波
岐
予
後
後

石
長

讃
伊
筑
肥

１

］

１

１

１

１

１

340

表５戸主からみた地位別家族構成

弟
子

;碑Ⅷ”簾ビ騨穂
0０２０３０２０１２３４０

０００００００００２１１

０００．００００００３００

００２０３０２０１２８５１

お
い
・
め
い

祖
父
母

お
じ
・
お
ば

そ
の
他

子
四
脈
掴
者

い

と

こ

人
口

Ｐ
、
王

戸
数 姉 妹弟兄孫娘 母悴妻 父

122(8)

３０(4)

３７(5)

189(17）

門
一
四
一
咽
｜
、

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

Ｈ悲田院仲間

手下新非人

新屋敷手下非人

計

的
一
泌
一
調
一
噸

皿
一
ｍ
一
Ⅳ
、

、
｜
別
一
ｗ
’
四

皿
一
”
一
ｍ
一
ｍ

、
｜
｜
「
Ｌ
－
ｎ
Ｕ
ｌ
（
０

２
｜
皿

(注）戸主の（）内の数字は女性の戸主の数

表７悲田院仲間の役職と人数

家族数(弟子を含む）

太郎右衛門５９才１２人(うち弟子４人）
悲田院生

甚右衛門６０才７人（〃２人）
悲田院生

源右衛門４７才６人（〃２人）
悲田院生うち１人女

嘉助４０才６人（〃０人）

悲田院生

重(十)右衛門３８才５人（〃１人）
紀伊。和歌山生

役職名

長吏
表８旦那寺と人数

男｜女
１４人’262人

旦那寺名

竹林寺旦那 334人596人

医師１人

出家３人

二老

小頭 型｜秘

人
仏

２
６
２

久成寺旦那’４人
計 ’600人

注）

竹林寺一浄土宗。摂津国東成郡天王寺一心寺
末。当時住持は唱悦。

久成寺一一法華宗。山城京妙蓮寺末。当時住
持は曰精。

注）以上すべて｢悲田院仲間｣であって、「手下新非人」「新
屋敷手下非人」ではない。
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次
の
よ
う
な
新
聞
記
事
が
ち
ょ
っ
と
気

に
な
っ
た
の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

○
来
る
十
二
日
第
二
土
曜
日
、
東
区
大

手
・
森
両
学
校
、
南
区
三
津
・
日
本
両

学
校
、
西
成
郡
栄
学
校
の
五
校
の
生
徒

聯
合
し
て
西
成
郡
旧
渡
辺
村
小
学
校
に

学
事
共
進
会
を
開
き
、
地
学
・
理
学
・

史
学
其
他
諸
科
の
大
試
験
を
行
ふ
よ

し
。
又
た
南
区
大
宝
寺
小
学
校
に
於
て

不
日
縫
裁
学
校
女
子
学
校
生
徒
の
競
進

会
を
開
か
る
少
よ
し
（
『
大
阪
日
報
』
明

治
一
四
年
一
一
月
二
六
日
付
）

記
述
は
こ
れ
だ
け
だ
が
、
私
が
気
に
な

っ
た
と
い
う
の
は
こ
の
文
章
の
前
段
で
あ

る
。
東
区
大
手
、
南
区
三
津
・
日
本
と
い

う
の
は
公
立
、
森
学
校
と
い
う
の
は
私
立

の
小
学
校
で
、
い
ず
れ
も
大
阪
市
中
に
あ

る
。
こ
の
四
校
と
栄
小
学
校
が
共
同
し
て

学
事
共
進
会
と
い
う
の
を
、
そ
れ
も
栄
小

学
校
で
開
く
と
い
う
の
だ
。
こ
の
う
ち
森

学
校
は
学
事
に
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
凝
ら

し
、
教
育
の
発
展
に
努
力
を
重
ね
て
い
た

こ
と
で
当
時
有
名
な
学
校
で
あ
っ
た
。
生

徒
の
教
育
的
成
果
を
持
ち
寄
り
、
互
い
に

批
評
し
あ
う
学
事
共
進
会
と
い
う
の
も
森

識
》
鰯
議
曰
篝
灘
瓢
》
蕊
璽

栄
小
学
校
と
市
中
四
校
の
学
事
共
進
会

学
校
で
編
み
出
し
た
や
り
方
だ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
森
学
校
中
心
に

共
進
会
と
い
う
の
は
分
か
る
の
だ
が
、
そ

の
相
手
に
栄
小
学
校
が
入
っ
た
と
い
う
の

が
興
味
深
い
の
で
あ
る
。

栄
小
学
校
が
建
物
に
ず
い
ぶ
ん
お
金
を

か
け
、
旧
渡
辺
村
の
希
望
で
あ
っ
た
こ
と

は
当
時
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

社
会
的
な
差
別
の
強
か
っ
た
こ
の
当
時
、

な
ぜ
こ
の
栄
小
学
校
と
市
中
の
四
校
が
一

緒
に
や
ろ
う
と
し
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
そ

こ
か
ら
ど
ん
な
成
果
を
期
待
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
な
ぜ
こ
の
五
校
だ
っ
た

の
か
。
第
一
、
本
当
に
や
れ
た
の
か
。
た

だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
頃
の
新

聞
の
つ
れ
と
し
て
、
間
違
っ
た
記
述
の
場

合
に
は
当
事
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
あ
っ

た
り
し
て
後
日
訂
正
が
あ
る
も
の
だ
が
、

こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
訂
正
が
見
当
た
ら

な
い
。
だ
か
ら
、
本
当
に
実
施
さ
れ
た
と

考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

こ
れ
以
外
の
疑
問
に
つ
い
て
は
さ
っ
ぱ
り

分
か
ら
な
い
。

な
お
、
史
料
に
あ
る
「
地
学
」
と
い
う

の
は
地
理
学
で
あ
る
。
「
理
学
」
・
「
史
学
」

小
田
康
徳
（
大
阪
電
気
通
信
大
学
）

従
来
か
ら
、
在
日
朝
鮮
人
一
世
の
聞
き

取
り
や
自
伝
等
に
は
、
部
落
と
の
出
会
い

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

部
落
史
の
側
の
記
録
や
体
験
談
で
も
、
生

活
や
地
域
史
を
語
る
な
か
で
在
日
朝
鮮
人

が
登
場
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
時
に
は
支
え
合
い
連

帯
し
た
体
験
が
語
ら
れ
る
一
方
、
時
に
は

競
合
し
、
さ
ら
に
差
別
さ
れ
た
部
落
民
や

朝
鮮
人
が
お
互
い
を
差
別
し
た
事
実
も
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
新
た
に
大

阪
の
部
落
史
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
時

に
、
部
落
史
と
朝
鮮
人
の
関
係
を
構
造
的

に
解
明
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
の
一
つ

に
な
る
こ
と
は
、
既
に
本
紙
上
で
も
何
人

か
の
方
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ

そ
の
他
と
い
う
の
と
あ
わ
せ
て
、
当
時
の

公
的
な
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込

ま
れ
た
教
科
内
容
で
あ
る
。
栄
小
学
校
も

ま
た
、
こ
う
し
た
教
科
を
き
ち
ん
と
教
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
出
来
事
を
理

解
す
る
た
め
に
は
も
う
少
し
前
後
の
史
料

が
必
要
で
あ
る
。
栄
小
学
校
の
こ
と
に
つ

い
て
は
安
福
敏
順
『
栄
小
学
校
編
年
記
』

視点

在
阪
朝
鮮
人
社
会
の
形
成
と
部
落
史

横
山
篤
夫
（
大
阪
府
立
岸
和
田
高
校
）

フ（）ｏこ
こ
で
は
そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、

先
行
研
究
の
な
か
で
学
ぶ
と
こ
ろ
や
論
点

を
取
り
上
げ
、
課
題
の
い
く
つ
か
を
整
理

し
て
み
た
。

＊
＊
＊

一
九
二
○
年
代
に
入
っ
て
、
在
阪
朝
鮮

人
の
人
口
は
急
増
し
、
府
県
別
在
日
朝
鮮

人
数
で
大
阪
は
一
位
を
占
め
、
以
後
一
九

四
○
年
代
初
ま
で
の
統
計
に
よ
る
と
、
在

日
朝
鮮
人
の
二
～
’
’
一
割
が
大
阪
で
生
活
す

る
状
況
が
続
い
た
。

こ
の
事
実
は
、
在
日
・
在
阪
朝
鮮
人
史

の
な
か
で
も
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
、
い
く

つ
か
の
地
域
で
は
そ
の
形
成
史
も
部
落
と

の
か
か
わ
り
も
と
り
あ
げ
て
明
ら
か
に
さ

（
昭
和
四
八
年
、
大
阪
市
立
栄
小
学
校
）
・

浪
速
同
和
教
育
推
進
協
議
会
歴
史
部
会
編

『
浪
速
の
教
育
の
あ
ゆ
み
』
二
九
八
○

年
、
浪
速
同
和
教
育
推
進
協
議
会
）
が
史

料
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
、
詳
し
い
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
記
述
が

な
い
。

以
上
、
参
考
ま
で
に
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

栄
小
学
校
と
市
中
四
校
の
学
事
共
進
会

小
田
康
徳
（
大
阪
電
気
通
信
大
学
）

霧
闘
鶏
蕊
懲
瓢
欝
”
：
ｆ
説
く
讓
必

視点

在
阪
朝
鮮
人
社
会
の
形
成
と
部
落
史

横
山
篤
夫
（
大
阪
府
立
岸
和
田
高
校
）
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れ
た
。
そ
の
生
活
史
に
つ
い
て
も
、
自
伝

や
聞
き
取
り
を
含
め
て
相
当
の
蓄
積
を
も

っ
て
い
る
。
早
い
例
で
は
姜
在
彦
ら
に
よ

る
「
大
阪
府
泉
北
郡
朝
鮮
人
集
団
居
住
地

域
の
生
活
実
態
」
（
『
朝
鮮
問
題
研
究
』
）
に

よ
っ
て
、
和
泉
市
で
の
具
体
像
が
一
九
五

九
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
最
近
で
は
地
域

の
部
落
史
の
側
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
渡

辺
・
西
浜
・
浪
速
』
二
九
九
七
年
）
の
な

か
で
、
在
住
朝
鮮
人
と
の
か
か
わ
り
も
論

及
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
戦
前
期
に
日
本
の
産
業
経
済
の

中
心
地
が
大
阪
を
中
心
と
す
る
阪
神
地
域

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
低
賃
金
で

よ
く
働
く
労
働
力
と
し
て
の
在
阪
朝
鮮
人

の
存
在
は
、
日
本
経
済
史
、
社
会
史
の
上

か
ら
も
無
視
で
き
な
い
と
い
う
視
点
か
ら

の
研
究
も
増
え
て
い
る
。
早
く
も
一
九
七

二
年
に
刊
行
さ
れ
た
岩
村
登
志
夫
『
在
日

朝
鮮
人
と
日
本
労
働
者
階
級
』
で
は
、
日

本
の
労
働
者
階
級
の
運
動
を
構
成
す
る
不

可
欠
の
要
素
と
し
て
在
日
朝
鮮
人
労
働
者

の
存
在
を
と
り
あ
げ
、
部
落
と
の
か
か
わ

り
も
指
摘
し
て
い
る
。
’
九
九
七
年
に
は

部
落
産
業
と
朝
鮮
人
と
の
か
か
わ
り
、
労

働
力
市
場
に
お
け
る
競
合
に
つ
い
て
解
明

し
た
河
明
生
『
韓
人
日
本
移
民
社
会
経
済

史
』
も
発
刊
さ
れ
た
。

一
方
、
自
治
体
史
で
は
従
来
こ
う
し
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
記
述
し
な
い
か
消
極

的
扱
い
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
『
新
修
大

阪
市
史
』
第
七
巻
（
小
山
仁
示
編
集
、
一

九
九
四
年
）
の
よ
う
に
、
近
代
の
大
阪
市

史
の
中
に
部
落
問
題
を
位
置
づ
け
、
在
阪

朝
鮮
人
史
と
の
か
か
わ
り
に
も
目
配
り
し

た
叙
述
も
登
場
し
た
。

部
落
史
の
側
で
は
、
一
九
七
一
年
の
部

落
解
放
研
究
所
編
『
部
落
解
放
を
全
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
に
』
中
の
論
文
の
中
で
、
朝

鮮
民
族
に
対
す
る
差
別
文
章
が
あ
っ
た
と

す
る
自
己
批
判
か
ら
、
『
部
落
解
放
』
第
五

二
五
二
号
に
「
部
落
に
住
む
朝
鮮
人
の

問
題
」
を
特
集
し
、
部
落
史
の
立
場
を
踏

ま
え
て
真
藝
に
在
日
朝
鮮
人
の
問
題
を
見

て
ゆ
こ
う
と
す
る
視
点
を
提
起
し
た
。
こ

の
な
か
に
は
、
現
在
で
も
生
か
さ
れ
る
べ

き
も
の
も
少
な
く
な
い
。
自
ら
の
生
き
て

き
た
歩
み
か
ら
語
っ
た
朝
野
温
知
「
在
日

朝
鮮
人
と
部
落
解
放
運
動
の
連
帯
に
つ
い

て
」
は
、
建
て
前
で
済
ま
な
い
重
い
生
活

の
場
で
の
実
態
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方

運
動
史
に
関
し
て
も
、
秋
定
嘉
和
「
朝
鮮

衡
平
社
運
動
ｌ
水
平
社
運
動
と
関
連
し
て

Ｉ
」
で
は
、
戦
前
の
運
動
が
連
帯
を
望
ん

で
そ
の
内
容
の
結
実
に
い
た
ら
な
か
っ
た

歴
史
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
部
落
史
の
研
究
の

中
で
は
、
こ
の
提
起
は
必
ず
し
も
十
分
に

は
継
承
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
九
九
六

年
刊
の
『
新
修
大
阪
の
部
落
史
』
（
下
巻
）

で
、
三
原
容
子
と
朝
治
武
が
戦
前
の
部
落

の
仕
事
と
生
活
、
水
平
運
動
に
関
し
て
朝

鮮
人
と
の
関
係
を
分
析
し
叙
述
し
て
い
る

こ
と
が
強
い
印
象
を
受
け
る
程
に
、
体
系

的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
運
動
史
を
め
ぐ

っ
て
は
、
戦
前
の
連
帯
が
実
ら
な
か
っ
た

事
実
を
ど
う
と
ら
え
る
か
を
め
ぐ
っ
て
論

点
が
分
か
れ
て
い
る
。
衡
平
社
創
立
七
十

周
年
記
念
事
業
に
連
帯
し
た
と
り
く
み
を

進
め
た
辛
基
秀
氏
は
、
『
ア
リ
ラ
ン
峠
を
こ

え
て
』
（
九
二
年
）
で
戦
前
の
運
動
の
連
帯

が
実
ら
な
か
っ
た
原
因
を
、
指
導
理
論
の

問
題
と
し
て
歴
史
的
に
総
括
す
る
こ
と
の

必
要
性
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
金

静
美
『
水
平
運
動
史
研
究
ｌ
民
族
差
別
批

判
ｌ
』
（
九
四
年
）
は
、
指
導
者
の
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
「
日
本
民
衆
の
生
活
の
向
上

が
植
民
地
民
衆
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
を
、
日
本
民
衆
が
拒
否
で
き

な
い
か
ぎ
り
（
あ
る
い
は
、
拒
否
し
よ
う

と
し
な
い
か
ぎ
り
）
、
朝
鮮
民
衆
と
日
本
民

衆
が
真
の
解
放
の
実
現
に
む
か
っ
て
共
闘

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
し
、
部

落
民
を
含
む
一
人
ひ
と
り
の
日
本
民
衆
の

問
題
と
し
て
歴
史
を
総
括
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
提
起
し
て
い
る
。
部
落
産
業
の
食

肉
と
皮
革
を
、
植
民
地
朝
鮮
と
の
か
か
わ

り
か
ら
分
析
し
よ
う
と
し
た
滝
尾
英
二

『
日
本
帝
国
主
義
・
天
皇
制
下
の
「
朝
鮮

牛
」
の
管
理
。
統
制
』
（
九
七
年
）
が
提
示

す
る
問
題
は
、
大
阪
の
部
落
史
を
考
え
る

際
に
、
在
阪
朝
鮮
人
と
の
関
係
の
解
明
だ

け
で
は
済
ま
な
い
課
題
の
存
在
を
指
摘
し

て
い
る
。＊
＊
＊

多
く
の
先
学
の
成
果
を
管
見
の
範
囲
で

一
部
触
れ
た
の
み
で
、
多
岐
に
わ
た
る
論

点
も
筆
者
の
未
消
化
の
も
の
も
含
め
粗
い

ま
と
め
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
課
題

と
し
て
感
じ
た
こ
と
の
い
く
つ
か
を
、
以

下
に
叩
き
台
と
し
て
提
起
し
て
み
る
。

①
戦
前
の
大
阪
の
部
落
史
と
在
阪
朝
鮮

人
の
か
か
わ
り
は
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の

実
態
に
か
な
り
の
差
が
あ
っ
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
個
別
の
研
究
成
果
に
学
ぶ
こ

と
は
不
可
欠
だ
が
、
同
時
に
例
え
ば
一
九

三
五
年
時
点
の
官
庁
統
計
で
、
部
落
の
人

口
十
万
四
千
三
七
五
人
に
対
し
、
在
阪
朝

鮮
人
が
二
十
万
二
千
一
一
二
一
人
い
た
と
い

う
数
字
を
見
れ
ば
、
部
落
と
朝
鮮
人
の
関

係
を
構
造
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
ど

う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

②
併
せ
て
、
地
域
別
に
ど
う
し
て
か
か

わ
り
方
に
差
が
あ
っ
た
の
か
を
、
部
落
と

非
部
落
地
域
に
分
け
、
さ
ら
に
都
市
部
と

周
縁
部
に
分
け
て
分
析
し
、
類
型
化
し
て

掌
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

③
昭
和
恐
慌
を
挟
ん
で
、
そ
の
前
後
で

ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
、
大
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二
月
七
日
、
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
は
、

「
移
転
後
の
摂
津
役
人
村
と
そ
の
景
観
ｌ

新
出
木
津
村
文
書
な
ど
か
ら
み
た
具
体

像
」
を
テ
ー
マ
に
公
開
講
座
を
開
催
し
た
。

上
田
正
昭
・
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
委

員
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
な
さ
れ
、
約
四

○
年
前
に
論
文
と
し
て
取
り
上
げ
た
木
津

村
文
書
が
、
今
回
の
よ
う
に
新
出
の
史
料

を
ま
じ
え
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
が

述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
脇
田
修
（
大
阪

大
学
名
誉
教
授
）
、
寺
本
伸
明
（
桃
山
学
院

大
学
）
、
中
尾
健
次
（
大
阪
教
育
大
学
）
、

の
び
し
ょ
う
じ
（
部
落
史
研
究
者
）
の
四

名
の
方
よ
り
、
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
秋
定
嘉
和
（
池
坊
短
大
）
よ
り
の

閉
会
挨
拶
で
盛
況
裏
に
講
座
を
終
え
た
。

以
下
は
、
当
日
、
御
参
加
い
た
だ
い
た

藤
井
寿
－
さ
ん
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）
の

御
感
想
で
あ
る
。

阪
で
の
産
業
経
済
と
の
か
か
わ
り
で
明
ら

か
に
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
在
阪
朝
鮮
人
社
会
の
内
部
の
差
異
に

も
目
を
む
け
、
一
括
し
て
朝
鮮
人
と
し
て

は
と
ら
え
き
れ
な
い
面
か
ら
も
見
て
ゆ
く

こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

ス
ポ
ッ
ト

大
阪
の
部
落
史
公
開
講
座
、
開
く

新
出
水
津
村
文
書
を
活
用
し
て

大
阪
の
部
落
史
委
員
会
か
ら
公
開
講
座

の
案
内
を
い
た
だ
い
て
今
回
の
講
座
に
参

加
し
た
の
で
あ
る
が
、
会
場
に
入
っ
て
ま

ず
驚
い
た
の
は
、
大
阪
市
史
編
纂
所
所
蔵

の
「
木
津
村
文
書
」
の
原
史
料
数
点
が
机

上
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
渡

辺
村
（
役
人
村
）
に
関
わ
る
史
料
に
つ
い

て
は
、
大
阪
人
権
博
物
館
に
明
治
二
年
二

八
六
九
）
の
絵
図
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
記
憶
し
て
い
た
が
、
今
回
の
講
座
は
、

「
木
津
村
文
書
」
の
現
存
史
料
を
総
合
的

に
考
察
し
て
渡
辺
村
の
歴
史
を
多
面
的
に

再
構
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
第
一
歩
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

講
座
で
は
、
脇
田
修
・
寺
木
伸
明
・
中

尾
健
次
．
の
び
し
ょ
う
じ
、
の
各
氏
の
報

⑤
運
動
と
の
関
連
で
は
、
現
在
運
動
史

の
見
直
し
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
そ
う

し
た
立
場
か
ら
の
研
究
も
進
ん
で
い
る

が
、
そ
の
成
果
に
も
学
び
戦
前
の
大
阪
で

の
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

大
阪
の
部
落
史
公
開
講
座
に
参
加
し
て

藤
井
寿
一
（
田
辺
市
役
所
）

告
と
と
も
に
、
参
加
者
か
ら
も
多
く
の
意

見
・
質
問
が
出
さ
れ
て
、
活
発
な
討
論
が

展
開
さ
れ
た
が
、
私
の
関
心
に
即
し
て
気

付
い
た
幾
つ
か
の
点
を
記
し
た
い
。

ま
ず
難
波
村
か
ら
木
津
村
へ
の
移
転
に

つ
い
て
。
，
既
に
寺
木
氏
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
（
「
摂
津
役
人
村
の
木
津
村
へ
の

移
転
の
時
期
と
移
転
先
の
状
況
嵩
部
落
解

放
研
究
』
第
二
八
号
、
一
九
九
七
年
）
、

木
津
村
七
反
鴫
へ
の
移
転
が
決
定
し
た
の

は
元
禄
二
年
（
一
六
九
八
）
の
末
、
実

際
に
移
転
が
始
ま
っ
た
の
は
翌
元
禄
一
二

年
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
、

「
大
家
」
の
者
が
移
転
命
令
に
抵
抗
し
、

元
禄
一
四
年
ま
で
難
波
村
に
残
っ
て
い
た

こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
の
び
氏
の

報
告
に
よ
れ
ば
、
難
波
村
領
内
に
居
住
し

て
い
た
時
か
ら
役
人
村
は
両
側
町
の
形
態

を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
「
大
家
」
は

ど
の
町
の
住
人
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
階
層
で
あ
っ
た
の
か
。
史
料
上

の
限
界
を
承
知
し
な
が
ら
も
、
考
察
を
深

め
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

次
に
、
渡
辺
村
の
景
観
に
つ
い
て
。
寺

木
氏
が
示
さ
れ
た
寛
文
期
の
絵
図
（
関
西

大
学
所
蔵
）
で
は
、
難
波
村
居
住
時
に
お

い
て
役
人
村
は
木
々
で
囲
わ
れ
て
お
り
、

の
び
氏
が
発
見
さ
れ
た
文
久
三
年
（
一
八

六
三
）
の
渡
辺
村
町
割
略
図
（
西
本
願
寺

所
蔵
）
で
は
、
役
人
村
の
周
り
は
溝
で
囲

わ
れ
て
い
る
。
平
人
世
界
と
の
間
に
空
間

的
な
隔
離
Ｔ
差
別
）
を
図
っ
て
い
る
と

い
う
点
に
お
い
て
は
、
移
転
の
前
後
で
変

化
は
無
い
よ
う
に
見
倣
さ
れ
よ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
木
津
村
堂
面
へ
の
移
転
後
に

形
成
さ
れ
た
溝
は
二
間
の
幅
を
持
っ
て
い

た
の
だ
か
ら
、
舟
運
に
利
用
さ
れ
た
水
路

と
し
て
の
側
面
も
無
視
で
き
な
い
、
と
い

う
参
加
者
の
意
見
に
も
一
理
が
あ
る
。
ま

た
、
東
西
に
四
本
、
南
北
に
二
本
走
っ
て

い
る
溝
が
同
時
に
築
か
れ
た
も
の
な
の
か

ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
加
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
渡
辺
村
の
皮
革
業
に
つ
い
て
。

脇
田
氏
は
、
全
国
市
場
と
の
関
係
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
正
徳
四
年
二
七
一
四
）

に
大
坂
か
ら
移
出
さ
れ
た
雪
駄
が
五
九
万

足
以
上
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
渡
辺
村

は
皮
革
の
集
散
地
と
し
て
二
次
加
工
の
中

心
で
あ
っ
た
、
と
説
明
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
の
び
氏
は
、
渡
辺
村
は
村
内
篠

し
業
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
前

提
と
し
な
が
ら
も
、
皮
革
業
が
①
原
皮
集

積
、
②
縁
し
、
③
細
工
、
の
三
重
構
造
に

な
っ
て
い
た
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

講
座
で
提
起
さ
れ
た
細
工
の
製
品
と
し

て
私
が
す
ぐ
に
思
い
描
く
の
は
太
鼓
で
あ

る
。
羽
田
野
敬
雄
研
究
会
編
『
幕
末
三
河

国
神
主
記
録
罠
清
文
堂
出
版
、
’
九
九
四

年
）
の
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
’
二
月

新
出
水
津
村
文
書
を
活
用
し
て

ス
ポ
ッ
ト
大
阪
の
部
落
史
公
開
講
座
、
開
く
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泉
南
地
域
の
被
差
別
部
落
で
家
の
相
続

に
つ
い
て
「
末
子
相
続
」
の
慣
行
が
見
ら

れ
る
。
樫
井
で
は
「
だ
い
た
い
末
の
子
が

親
の
面
倒
を
み
て
跡
を
と
る
。
」
と
い
い
、

鳴
滝
で
も
「
む
か
し
は
い
ち
ば
ん
し
ま
い

の
子
を
ア
ト
ト
リ
」
に
し
た
と
い
う
。

こ
の
末
子
が
家
督
を
継
承
す
る
形
は
す

で
に
記
紀
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

応
神
天
皇
が
長
子
オ
オ
サ
ザ
キ
ノ
ミ
コ
ト

が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
末
子
ウ
ヂ
ノ
ワ

キ
イ
ラ
ッ
コ
を
皇
太
子
に
立
て
た
り
し
た

こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
末
子
相
続
」

条
に
よ
れ
ば
、
大
坂
か
ら
は
遙
か
遠
方
に

位
置
す
る
吉
田
城
下
近
郊
の
三
河
国
渥
美

郡
羽
田
村
（
現
愛
知
県
豊
橋
市
）
の
羽
田

八
幡
宮
で
用
い
ら
れ
て
い
た
直
径
一
尺
五

寸
の
神
前
大
太
鼓
は
、
宝
暦
六
年
二
七

五
六
）
四
月
に
「
大
坂
渡
辺
村
北
ノ
丁
播

磨
ヤ
源
兵
衛
」
が
制
作
し
た
も
の
と
記
録

さ
れ
て
い
る
。
三
河
国
や
尾
張
国
に
も
多

く
の
皮
田
村
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は

太
鼓
を
作
る
村
も
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
渡
辺
村

で
制
作
さ
れ
た
太
鼓
が
採
用
さ
れ
た
の

は
、
丈
夫
で
長
持
ち
し
、
音
色
が
優
れ
て

鳳
議
繍
溌
懲
蕊
繊
簔
瓢
灘
叫
霧
鰯
漏
総
猿
》
霧
溌
鱗
砿
鑑

な
ぜ
多
い
「
末
子
相
続
」

ば
つ
し

こ
そ
わ
が
国
最
古
の
相
続
形
態
で
あ
る
と

主
張
す
る
学
者
が
出
て
く
る
の
も
当
然
だ

ろ
う
。
他
方
ま
た
、
古
代
で
は
神
意
を
卜

占
し
て
相
続
人
を
決
め
る
「
卜
定
相
続
」

の
形
態
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が

末
子
を
多
く
選
定
す
る
結
果
を
も
た
ら
し

て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
考
え
も
成
り

立
つ
で
あ
ろ
う
。

明
治
民
法
が
こ
の
「
末
子
相
続
」
を
禁

止
し
、
「
長
子
相
続
」
を
強
力
に
制
度
化
し

た
の
は
、
封
建
時
代
の
武
家
法
の
精
神
を

受
け
つ
ぐ
家
父
長
制
の
確
立
を
め
ざ
し
た

い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
渡
辺
村
の

高
度
な
太
鼓
制
作
の
技
術
が
ど
の
よ
う
に

培
わ
れ
た
の
か
、
少
し
で
も
解
き
明
か
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
九
○
名
を
超
え
る
参

加
者
を
数
え
た
の
は
、
大
阪
の
部
落
史
委

員
会
の
研
究
・
広
報
活
動
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
が
蓄

積
し
て
こ
ら
れ
た
成
果
に
対
し
て
改
め
て

敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
今
回
の
公
開
講

座
の
成
功
を
基
礎
と
し
て
、
大
阪
の
部
落

史
編
纂
の
作
業
が
よ
り
一
層
前
進
さ
れ
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

松
原
右
樹
（
大
阪
府
立
伯
太
高
校
）

ま
れ
き

か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
後
も
民
間
で
は
「
末

子
相
続
」
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
相
続
形

態
は
、
長
野
県
諏
訪
地
方
か
ら
西
、
愛
知
、

和
歌
山
、
広
島
、
高
知
、
宮
崎
、
長
崎
、

佐
賀
な
ど
、
殊
に
瀬
戸
内
海
や
九
州
、
四

国
に
散
在
す
る
漂
泊
性
漁
民
の
間
に
広
く

さ
い
が
ざ
き
う
ら

分
布
し
て
い
る
。
和
歌
山
の
雑
賀
崎
浦
で

は
、
長
男
、
｜
一
男
、
三
男
が
次
々
と
新
し

い
船
と
小
さ
な
家
と
を
も
ら
っ
て
独
立
分

家
し
て
い
き
、
最
後
に
残
っ
た
末
子
が
家

督
を
相
続
す
る
が
、
こ
れ
は
漂
泊
性
漁
民

ら
に
残
る
類
型
的
な
風
習
で
あ
る
。
古
代

あ
ま
く

え
ぷ
ね

の
海
部
の
残
留
と
い
わ
れ
る
「
家
船
」
と

関
わ
り
の
あ
る
漁
民
の
間
に
多
い
の
で
あ

る
。
泉
南
地
域
の
ム
ラ
も
、
い
わ
ば
、
「
家

お
か

船
」
が
陸
に
あ
が
っ
た
よ
う
な
家
が
多
く
、

そ
の
経
済
的
な
厳
し
さ
、
狭
小
な
住
空
間

の
も
と
で
、
長
男
、
次
男
と
順
々
に
分
家

せ
ざ
る
を
得
な
く
、
残
さ
れ
た
末
子
が
家

を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
末
子
成
功
説
話
」
と
い
う

伝
統
的
な
語
り
物
に
は
、
末
子
に
こ
そ
偉

大
な
霊
力
が
宿
る
と
い
う
思
想
に
裏
打
ち

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
他
の
面
で
も
根

強
く
生
き
て
い
る
。

き

例
え
ば
、
山
の
木
を
全
部
伐
っ
て
し
ま

う
と
「
山
が
終
わ
る
」
と
い
っ
て
忌
み
、

最
後
の
一
本
を
必
ず
残
し
、
そ
こ
に
山
の

精
霊
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
た
り
、
ま
た
、

『
京
都
の
部
落
史
２
近
現
代
』

第
一
～
三
章
を
読
ん
で

秋
定
嘉
和
（
池
坊
短
大
）
に
よ
る
『
京

都
の
部
落
史
２
近
現
代
』
二
九
九
一
年

稲
を
刈
る
と
き
数
株
を
残
し
て
「
日
の
神
」

と
し
て
祭
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
柿
の
木

な
ど
の
成
り
も
の
を
全
部
取
る
こ
と
を
嫌

き
も

い
、
一
つ
だ
け
残
し
て
「
木
守
り
」
と
称

す
る
の
も
、
そ
れ
ら
に
特
別
な
霊
力
が
こ

も
る
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
猟
師
た
ち

だ
ま

も
鉄
砲
丸
の
最
後
の
一
つ
は
必
ず
残
し
、

し
ち

「
幸
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
。

ま
さ
に
、
「
残
り
物
に
福
あ
り
」
の
思
想

で
あ
る
。
食
べ
物
で
も
、
全
て
食
べ
切
る

の
に
祷
謄
が
あ
り
、
皿
に
盛
ら
れ
た
最
後

の
一
つ
に
誰
も
手
が
出
せ
な
い
こ
と
が
見

ら
れ
る
。
ご
飯
の
お
代
わ
り
を
す
る
時
も
、

椀
に
一
口
残
す
と
い
う
の
が
し
き
た
り
で

あ
る
。
餅
の
切
り
し
ま
い
を
「
力
餅
」
と

い
っ
て
あ
り
が
た
が
る
の
も
同
じ
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
最
後
に
残
っ
た
も
の

に
こ
そ
、
「
幸
を
つ
な
ぐ
」
不
思
議
な
霊
力

が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
が
、
末
子
に
家
督

を
相
続
さ
せ
て
い
く
風
習
を
側
面
か
ら
支

え
た
の
で
あ
ろ
う
。

墾璽〈云口

近
代
部
会

一
九
九
七
年
一
月
七
日

報研
塗究
ロ会

一近
九代
九部・
七会
年

■

ば
つ
し

な
ぜ
多
い
「
末
子
相
続
」

段
れ
ざ

松
原
右
樹
（
大
阪
府
立
伯
太
高
校
）

図
誓
繍
流
戸
雨
繊
稗
差
一
別
部
夘
蒋
鰯
驫
尹
総
繕
霧
蝋
識
阪
些
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発
行
）
第
一
章
～
第
三
章
の
書
評
が
次
の

こ
と
に
重
点
を
お
い
て
な
さ
れ
た
。
本
書

が
部
落
史
研
究
に
新
し
い
実
証
と
史
実
の

発
掘
、
見
方
を
出
し
た
点
、
お
よ
び
「
大

阪
の
部
落
史
」
を
編
む
に
当
た
っ
て
示
唆

を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
述
べ
ら

れ
た
。

そ
し
て
、
報
告
は
同
書
の
各
章
の
主
と

し
て
産
業
・
し
ご
と
．
生
活
に
関
す
る
叙

述
に
限
定
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

新
し
く
開
拓
さ
れ
た
分
野
や
視
点
な
ど
を

指
摘
す
る
一
方
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
ほ

し
か
っ
た
点
、
異
論
の
あ
る
部
分
に
つ
い

て
も
論
及
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
、
同
書
の
章
編
成
は
「
第
一

章
解
放
令
の
発
布
」
「
第
二
章
水
平
運

動
と
融
和
運
動
の
出
発
」
「
第
三
章
戦
争

の
進
行
と
融
和
新
体
制
」
と
な
っ
て
い
る
。

報
告
の
内
容
は
、
報
告
者
の
関
心
、
問

題
意
識
に
則
り
、
⑪
近
世
の
賎
民
身
分
が

「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
「
解

放
」
さ
れ
、
ま
た
は
「
解
放
」
が
不
十
分
・

な
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
近
世
か
ら
近
代

に
ど
の
よ
う
に
移
行
し
、
ま
た
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
の
か
。
②
改
善
事
業
に
対
し

て
部
落
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
ま
た
そ

れ
は
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
部
落
産
業

に
お
け
る
雇
傭
形
態
、
部
落
の
中
の
政
治

的
・
経
済
的
（
金
融
的
）
関
係
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
③
昭
和
恐
慌

は
部
落
を
ど
の
よ
う
な
状
態
に
置
き
、
そ

れ
に
対
し
融
和
事
業
は
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。
日
中
戦
争
後
の
融

和
新
体
制
下
で
の
地
方
改
善
事
業
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
統
制
経
済
の

影
響
な
ど
、
が
論
点
と
し
て
示
さ
れ
た
。

＊
＊
＊

以
下
、
上
記
の
①
、
②
、
③
に
従
っ
て

報
告
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
み
る
。

①
「
解
放
令
」
後
の
非
人
な
ど
の
動
向

が
か
な
り
な
と
こ
ろ
ま
で
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
流
民
」
「
窮
民
」
と

い
わ
れ
た
人
た
ち
の
そ
の
後
と
、
被
差
別

部
落
民
や
ス
ラ
ム
と
の
関
係
な
ど
、
今
後

明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

「
解
放
令
」
に
対
す
る
部
落
と
部
落
外

の
対
応
、
明
治
維
新
の
諸
改
革
の
も
た
ら

し
た
も
の
や
殖
産
事
業
に
つ
い
て
は
か
な

り
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
時
期

の
部
落
の
姿
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
行

政
の
施
策
、
姿
勢
な
ど
、
今
少
し
解
明
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。

次
に
松
方
デ
フ
レ
に
よ
る
生
活
の
窮
乏

と
悪
化
に
関
し
て
は
、
府
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
部
落
の
様
相
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
本

書
の
特
色
を
な
し
て
い
る
。

ま
た
、
部
落
の
入
会
権
を
求
め
る
闘
い

に
つ
い
て
も
頁
を
費
や
し
て
い
る
こ
と

も
、
新
し
い
局
面
を
開
い
た
と
い
え
よ
う
。

明
治
二
○
・
三
○
年
代
の
部
落
産
業
の

成
立
に
つ
い
て
も
よ
く
叙
述
さ
れ
て
い

る
。の
改
善
事
業
に
つ
い
て
は
、
改
善
事
業

に
部
落
（
有
産
者
中
心
）
が
ど
の
よ
う
に

対
応
し
、
ま
た
そ
れ
が
何
を
も
た
ら
し
た

の
か
解
明
さ
れ
て
い
る
。

次
に
近
代
化
の
過
程
で
の
部
落
産
業
の

再
編
を
と
り
あ
げ
、
特
に
そ
こ
で
の
支

配
・
被
支
配
の
関
係
、
労
働
者
の
生
活
実

態
な
ど
、
あ
ま
り
解
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
点
も
叙
述
し
て
い
る
。
ま
た
柳
原
銀
行

も
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
庶
民
金
融
や
零

細
資
本
家
層
の
分
析
が
今
後
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

③
昭
和
恐
慌
下
で
の
部
落
の
労
働
や
産

業
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

時
期
の
方
面
事
業
と
の
関
連
が
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
、
も
っ
と
追
究
さ
れ
て
も
よ
か

っ
た
。

戦
時
下
の
京
都
市
の
住
宅
計
画
の
内
容

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
わ
か
っ
て
き
た
こ

と
も
特
筆
に
値
す
る
。
こ
の
時
期
の
農
村

部
落
に
つ
い
て
は
、
地
主
制
と
の
関
係
が

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
経
済
の
統
制

化
に
伴
う
「
転
廃
業
」
の
実
態
に
つ
い
て

も
、
ま
だ
資
料
の
発
掘
が
あ
り
今
後
の
課

題
で
あ
る
と
し
た
。

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
本
書
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ
た
。

①
従
来
の
部
落
の
歴
史
と
異
な
り
、
蒐

集
し
た
資
料
を
駆
使
し
て
産
業
、
生
活
実

態
や
水
平
運
動
や
融
和
運
動
と
の
か
か
わ

り
の
異
な
る
多
様
な
部
落
の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。

②
改
善
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
と
り
あ

げ
て
、
そ
の
方
面
か
ら
も
部
落
の
具
体
像

に
迫
ろ
う
と
し
て
い
て
、
新
生
面
を
開
い

た
と
い
え
よ
う
。

③
水
平
運
動
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
全

水
左
派
の
立
場
に
た
っ
て
、
運
動
全
体
お

よ
び
他
の
派
の
運
動
や
社
会
運
動
を
分
析

し
評
価
す
る
、
と
い
う
従
来
の
立
場
に
と

ら
わ
れ
な
い
視
点
か
ら
運
動
を
み
よ
う
と

し
て
い
る
た
め
、
多
様
な
史
実
や
運
動
の

新
し
い
側
面
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

④
産
業
・
経
済
の
分
野
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、

注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
掘
り
起

こ
し
が
行
わ
れ
て
い
る
（
入
会
権
、
部
落

の
金
融
、
部
落
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
活

動
な
ど
）
。

⑤
戦
時
下
の
部
落
の
動
向
が
こ
れ
ま
で

の
研
究
史
よ
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
農
村
部
落
の
状
態
、
軍

需
工
場
、
満
州
開
拓
、
統
制
経
済
下
の
部

落
産
業
（
転
廃
業
問
題
）
、
地
方
改
善
事
業

な
ど
へ
の
一
一
一
一
口
及
で
あ
る
。

（
里
上
龍
平
・
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
事

務
局
）


